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地
域
住
民
交
流
の
拠
点
に

五
月
三
日
面
に
開
館
式
を
行
い
、
本
市
で
初
の
本
格
的
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
「
西
小
倉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
同
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
で

運
営
。
人
間
性
豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
拠
点
と
し

て
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
も
の

と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
―
だ
、
同
セ
ン
タ
ー
に
は
「
行
政

サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
」
を
併
設
。
市
民
課
窓
口
の
証
明
発
行

記
念
事
業
を
計
画
し
て
い
る
叫
、

今
後
も
事
業
を
企
画
す
る
予
定
で

す
。
ま
た
、
館
長
に
は
、
森
本
周

司
さ
ん
が
地
域
か
ら
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

一
西
小
倉
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

推
進
協
議
会
の
小
西
修
次
会
長

営
七
、
各
種
住
民
団
体
が
参
加
し

た
西
小
倉
地
区
コ
ミ
ュ
三
で
推

進
協
議
会
が
行
い
ま
す
。

同
協
議
会
の
小
西
修
次
会
長
は

開
館
に
あ
た
っ
て
「
セ
ン
タ
ー
を

核
と
し
て
、
新
し
い
地
域
社
会
づ▲５月3日に開館式を行いオープンする西小倉コミュニティセンター

つ
を
柱
に
、
地
域
住
民
が
相
談
し

な
が
ら
、
今
ま
で
に
な
い
素
晴
ら

し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
″
を
築
く
の
が

協
議
会
の
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

二
十
一
世
紀
に
向
け
て
の
ま
ち
づ

く
り
に
は
、
各
種
団
体
の
連
携
と

団
結
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
に
も

協
議
会
が
大
き
い
役
割
を
果
た
す

で
し
ょ
う
」
と
抱
負
を
語
っ
て
お

ら
れ
ま
す
。
協
議
会
で
は
、
三
日

か
ら
六
日
に
か
け
て
各
種
の
開
館

く
り
に
取
り
組
み
た
い
。
自
主
運
。

営
・
自
主
管
理
・
自
主
企
画
の
平

施
設
の
概
要
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
り
二
階
建
て
で
、
延
べ

床
面
積
約
七
百
二
十
平
方
μ
。
時

計
台
に
見
立
て
た
サ
イ
レ
ン
塔
を

設
置
。
・
総
事
業
費
は
約
四
億
三
千

三
百
万
円
（
用
地
費
含
む
）
で
す
。

一
階
は
、
一
室
に
す
る
と
二
百

人
収
容
で
き
る
交
流
ロ
ビ
ー
と
集

会
室
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
、

事
務
室
な
ど
で
構
成
。
二
階
は
、

料
理
教
室
七
併
用
出
来
る
会
議
室
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
の
輪
の

広
が
り
に
期
待

市長池本正夫

西
小
倉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
″
セ
ン
タ

ー
は
、
新
し
い
地
域
社
会
の
創
造

と
住
民
自
治
の
環
境
づ
く
り
を
目

指
し
て
開
設
し
た
も
の
で
、
強
い

ご
要
望
の
あ
っ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス

コ
ー
ナ
ー
も
設
置
い
た
し
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
あ
た
っ

て
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
協
議
し

貴
重
な
意
見
を
い
た
だ
い
て
進
め

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
管
理
運
営

は
、
地
元
団
体
に
よ
り
西
小
倉
地

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
″
推
進
協
議
会
が

結
成
さ
れ
、
住
民
に
よ
る
自
主
管

理
で
運
営
さ
れ
ま
す
。
こ
の
点
に

お
い
て
、
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
元

た
期
待
に
も
、
十
分
に
お
こ
た
え

宮
居
も
の
と
思
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
は
、
ま
ち
づ
く
り

を
自
分
達
の
手
で
進
め
よ
う
と
い

う
皆
さ
ん
の
意
欲
か
ら
生
れ
た
も

の
で
す
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
が
柱
と

な
っ
て
、
西
小
倉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
″

の
輪
が
ま
す
ま
す
広
が
り
、
厚
み

か
増
し
て
い
く
こ
と
を
心
か
良
順

っ
て
い
ま
す
。

防
音
構
造
の
会
議
室
、
二
つ
の
和

室
な
ど
が
あ
り
、
多
目
的
・
機
能

的
な
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

二
階
交
流
ロ
ビ
ー
は
、
子
供
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
、
誰
も
が
気
軽

に
利
用
し
て
交
流
で
き
る
ぶ
っ
、

占
用
使
用
時
以
外
は
自
由
に
使
え

ま
す
。
セ
ン
タ
ー
前
広
場
も
、
遊

車すび
場゜場
｀まと

車たしい→･て

す身自
も体由
出障に
入害利
り者用
釧Eg'-r^

る駐ま

玄
関
ス
ロ
ー
プ
や
自
動
ド
ア
も
備

え
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
の
占
用
使
用

６
日
か
ら
受
付
開
始

セ
ン
タ
ー
の
占
用
使
用
の
申
し

込
み
は
、
五
月
六
日
廊
か
ら
受
け

付
に
ま
す
（
五
月
九
日
以
降
の
使

用
分
）
。
利
用
方
法
の
あ
ら
ま
し
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▼
開
館
時
間
・
：
午
前
９
時
～
午

後
1
0
時
。

▼
休
館
日
・
・
・
月
曜
日
（
祝
日
・

振
替
休
日
は
除
く
）
、
1
2
月
2
8
日

～
１
月
３
日
。

▼
占
用
使
用
料
・
：
左
下
表
参
照
。

▼
占
用
使
用
申
込
・
：
受
付
時
間

は
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
休
館

日
と
日
祝
日
を
除
く
）
。
使
用
日
の

３
ヵ
月
前
か
ら
３
日
前
ま
で
に
、

備
え
付
け
の
使
用
許
可
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
提
出
し
て

^i
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宣
月
三
日
例
午
前
十
時
三
十
分

ご
ろ
、
五
秒
ず
つ
三
回
、
西
小
倉

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
設
置

し
た
防
災
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま

す
。
こ
れ
は
、
開
館
式
の
式
典
の

一
つ
と
し
て
鳴
ら
す
も
の
で
す
か

ら
、
間
違
い
の
な
い
ぷ
つ
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

市
民
課
業
務
の
一
部
を
取
扱

西
小
倉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
に
は
、
住
民
票
・
戸
籍
の
謄
抄

本
、
印
鑑
登
録
証
明
書
の
発
行
や

各
種
の
記
載
事
項
証
明
を
行
う
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
が
併
設

さ
れ
、
五
月
六
日
廊
か
ら
業
務
を

開
始
し
毒
ｙ
。
取
り
扱
い
時
間
は

ド

西小倉コミュニティセンター

小倉町南堀池･07-1･2S四7510

平
日
は
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時

ま
で
（
土
曜
日
は
正
午
ま
で
）
で

す
。
受
け
付
け
は
、
終
了
前
三
十

分
で
締
め
切
り
ま
す
。

ま
た
、
市
の
行
事
案
内
の
掲
示

や
広
報
ビ
デ
オ
・
各
種
市
政
資
料

を
設
置
し
て
、
行
政
情
報
か
提
供

す
る
サ
ー
ビ
ス
も
行
い
ま
す
。

西小倉コミュニティセンター平面図

西小倉コミュニティセンター占用使用料

沢
午前 午後 夜間

午前9時から

正午まで

午後1時から

午後5時まで

午後6時から

午後!0時まで

交流ロビー 500円 700円 700円

集会室 500 700 700

会議室剛 500 ■700 700

料理教室 100 200 200

会議室(2) 200 300 300

和室（1) 200 200 200

和室（2) 200 200 200
備考1.入場料を徴収したり営業の宣伝など

に使用する場合は｡別に使用料を加算。

2.使用時間の延長は１時間までとし、

別に使用料を加算。午後10時以降の延

長は認めない。

3.冷暖房使用料は別途必要。

847

秋　167

日

西小倉コミュニティセンター

５月3日廠にオ-プン

行
政
サ
ー
ビ
ズ
コ
ー
ナ
ー
を
併
設

春の市民文化祭

5月1日（日）～3日（祝）・中央公民

館

－
－
‐
催
し
物



1988年（昭和63年）５月１日発行(2）りよだ「
・

差別のない明るい社会を

同
和
問
題
の
解
決
は

市
民
み
ん
な
の
力
で

五
月
三
日
は
、
憲
法
記
念
日
。
憲
法
は
、
国
民
主
権
・
平
和
主
義
―
基
本
的
人

権
の
尊
重
の
三
つ
を
原
理
と
し
た
国
の
最
高
法
規
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
現
実
に
は

不
合
理
な
差
別
や
偏
見
に
よ
っ
て
、
こ
の
基
本
的
人
権
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
事
実

が
あ
り
ま
す
。
と
り
わ
け
、
同
和
地
区
の
人
た
ち
に
対
す
る
差
別
は
、
深
刻
で
重

大
な
社
会
問
題
で
す
。
憲
法
記
念
日
を
機
会
に
、
一
人
ひ
と
り
が
お
互
い
の
人
権

を
尊
重
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
見
つ
め
直
し
、
差
別
の
な
い
明
る
い
社
会
を
一
日

も
早
く
築
き
ま
し
よ
う
。
１

身
の
ま
わ
り
に
あ
る

差
別
を
考
え
よ
う

五
月
三
日
は
、
憲
法
記
念
日
で

す
。私

た
ち
は
、
戦
争
へ
の
反
省
を

通
じ
て
、
平
和
な
社
会
を
築
い
て

い
く
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

日
本
国
憲
法
は
、
私
た
ち
の
目

指
す
社
会
と
、
だ
れ
が
こ
の
憲
法

を
制
定
し
た
の
か
な
ど
基
本
と
な

る
事
項
を
前
文
で
述
べ
て
い
康
司

更
に
憲
法
は
、
国
民
主
権
・
平
和

主
義
・
基
本
的
人
権
の
尊
重
の
三

つ
の
理
念
を
ラ
た
っ
て
い
ま
す
。

基
本
的
人
権
は
、
す
べ
て
の
人

に
保
障
さ
れ
て
い
水
子
。
一
人
ひ

と
り
が
人
間
ら
に
て
幸
せ
に
生
き

る
た
め
に
大
切
な
権
利
で
あ
り
、

お
互
い
に
尊
重
し
守
っ
て
行
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

’
と
こ
ろ
で
、
基
本
的
人
権
は
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
の
中
で
守
ら
れ

て
い
る
で
し
よ
シ
か
。
残
念
な
こ

と
に
不
合
理
な
差
別
や
偏
見
に
よ

っ
て
、
こ
の
基
本
的
人
権
が
侵
害

さ
れ
て
い
る
事
実
が
あ
り
ま
す
。

法
の
下
で
は
、
自
由
や
平
等
が
認

め
ら
れ
て
い
て
も
、
現
実
の
社
会

で
は
十
分
な
保
障
が
得
ら
れ
ず
、
。

い
ろ
い
ろ
な
差
別
に
苦
し
め
ら
れ

同
和
問
題
を

と
で
す
。
と
詐
わ
け
、
同
和
地
区

の
人
た
ち
に
対
す
る
差
別
す
な
わ

ち
同
和
問
題
は
、
深
刻
で
重
大
な

社
会
問
題
で
す
。

正
し
く
理
解
し
よ
う

同
和
問
題
は
、
同
和
地
区
に
生

次
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
個
々
の

人
間
と
し
て
当
然
持
っ
て
い
る
権

利
や
自
由
が
、
社
会
の
中
で
完
全

に
平
等
に
保
障
さ
れ
て
い
な
い
と

い
ラ
問
題
で
す
。
例
え
ば
、
就
職

の
億
べ
教
育
を
舜
け
る
権
利
、

結
婚
や
居
住
・
移
転
の
自
由
が
今

な
お
侵
害
さ
れ
て
い
る
現
実
が
あ

1担う子どもたち（善法保育所で、４月21日）

る
と
い
う
問
題
で
す
。

そ
れ
で
は
、
同
和
地
区
は
、
い

つ
、
だ
れ
が
、
な
ん
の
た
め
に
つ

く
っ
た
の
で
し
よ
シ
か
。

封
建
制
度
が
碓
立
す
る
江
戸
時

代
に
な
る
と
、
武
士
が
人
々
か
統

治
し
支
配
す
る
た
め
政
治
的
に
、

「
士
・
農
土
・
商
」
と
い
う
身
分
を

つ
く
り
、
そ
の
下
に
更
に
低
い
身

分
を
つ
く
り
生
ま
れ
や
家
柄
に
よ

っ
て
職
業
や
住
む
場
所
を
決
め
ま

し
た
。
こ
う
し
て
、
同
和
地
区
が

つ
く
ら
れ
、
差
別
が
強
化
さ
れ
て

い
き
ま
し
た
。
や
が
て
、
明
治
時

代
に
な
っ
て
封
建
的
な
身
分
は
制

度
上
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
「
富
国
強
兵
・
殖
産
興
芋
政

策
の
も
と
で
、
現
実
の
生
活
か
改

善
す
る
国
の
施
策
は
不
十
分
で
あ

り
、
同
和
地
区
の
人
々
は
過
酷
な

廠日本国憲法（抄）

第11条国民は、すべての基本的人権であって、人種、信条、性別、

の享有を妨げられない。この憲社会的身分又は門地により、政

一法が国民に保障する基本的人権治的、経済的又は社会的関係に

は、侵すことのできない永久の廠Ｉおいて、差別されない。

権利として、現在及び将来の国(.a.下略）Ｉ

民に与えられる゜第97条ｉこ･の憲法が日本国民に保障す

第13条すべて国民は、個人として尊る基本的人権は、人類の多年に

重される。生命、自由及び幸福わたる自由獲得の努力の成果で

追及に対する･国民の権利についあって、これらの権利は、過去

廠ては、公共の福祉に反しない限幾多の試練に堪え、現在及び将

廠り、立法その他の国政め上で、来の国民に対し､I侵すことので

ｌ最大の尊重を必要とする。‥‥‥‥きない永久の権利として信託さ

第14条廠すべて国民は、法の下に平等れ午ものである≒゜廠

生
活
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
の
で
す
。

一
方
、
同
和
地
区
の
人
た
ち
の

差
別
を
な
く
す
解
放
運
動
は
、
長

い
間
、
粘
り
強
く
続
け
ら
れ
ま
し

た
。昭

和
四
十
年
、
同
和
対
策
審
議

会
答
申
が
出
さ
れ
、
国
の
責
任
に

お
い
て
同
和
問
題
に
取
り
組
む
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
法

律
が
制
定
さ
れ
国
と
地
方
自
治
体

と
が
一
体
と
な
り
、
同
和
対
策
事

業
聚
瑠
進
し
て
き
ま
し
た
。

今
日
で
は
、
生
活
環
境
は
一
定

改
善
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
が
、
ま

だ
課
題
は
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
生
活
の
基
盤
で
あ
る
就
労

や
産
業
の
面
で
は
、
依
然
不
安
定

な
状
態
に
あ
り
未
了
。
こ
の
生
活

の
実
態
は
、
同
和
地
区
の
子
ど
も

た
ち
の
教
育
の
面
に
も
大
き
ぐ
影

響
し
て
い
季
子
。

基
本
的
人
権
が

尊
重
さ
れ
る
社
会
を
築
こ
う

同
和
問
題
は
、
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
の
課
題
で
す
。

同
和
問
題
は
、
ほ
う
っ
て
お
け

ば
目
然
に
な
ぐ
な
る
と
か
、
過
去

の
問
題
で
あ
る
と
か
、
決
し
て
な

く
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
と
考
え

る
の
は
間
違
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
私
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
る
社

会
の
中
で
ズ
権
を
尊
重
す
る
こ

と
の
大
切
戸
に
か
か
わ
る
こ
と

な
の
で
す
。

し
か
し
、
現
実
の
社
会
に
は
、

仕
事
、
学
歴
、
財
産
、
家
柄
や
出

身
地
な
ど
に
よ
っ
て
人
を
判
断
し
、

た
り
、
男
だ
か
あ
と
か
女
だ
か
ら

と
か
い
っ
た
考
え
方
が
、
ま
だ
ま

だ
根
強
く
残
っ
て
い
圭
ｙ
。
ま
た
、

昔
か
ら
の
習
慣
や
因
習
も
、
私
た

ち
の
日
々
の
暮
ら
し
に
大
き
な
影

響
を
与
兄
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、

偏
見
や
差
別
に
つ
な
が
っ
た
り
、

差
別
を
助
長
す
る
握
系
あ
り
ま

す
。お

互
い
乃
人
恪
舎
辱
重
し
、
一

宇治自然史クラブの活動日程表

■ J / r ■ ゝ ■ ■ j ■ ■ ¬

回 月日 内容

１ 5/21出 オリエンテーション
地球の成り立ちの話

２ 5/2901) 水品、タングステン鉱の採集と話
〈亀岡．独鈷投山観音山〉

３ 6/19(||)石灰岩、輝緑凝灰岩の採集と話
〈京都西山、大原野〉

４ 7/27(*) 煙水品、ペグマタイト鉱物の採柴
と話〈大津、田上山〉

５ 8/Z*羽 貝の化石の採集と話
〈三重県榊原温泉付近〉

６ 9/l≪(目)接触鉱物の採集と話
〈京都、大文字山〉

７ 10/8(1;) 採集物の研磨と幣理、地層の■活

８ 10/16(目) 花肖岩、接触鉱物の採集と謡
〈笠置町、笠置山付近〉

９ 11/20(11)
μの化石の採集と品

〈宇治田原町、奥山田〉

10 12/18(目)接触鉱物の採集と話
〈和束町、撰原〉

11
64年

1/22(li)
’黄鉄鉱、虻銅鉱の採集と話

<井手町、Rill〉

12 2/25田 ふるさとの自然と年間のまとめ

※十.曜日は午'{&2時～4時日lliil日は午前8時～

宇
治
自
然
史
ク
ラ
ブ

会
員
を
募
集

自
然
と
親
し
み
な
が
ら
友
だ

ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
女
の

子
も
男
の
子
も
み
ん
な
仲
間
に
。

▼
対
象
：
市
内
在
住
の
小
学

校
５
・
６
年
生
、
中
学
生
、
高

校
生
▼
定
員
…
3
0
人
（
先
着
順
）

▼
活
動
日
程
・
会
場
…
右
表
▼

費
用
…
野
外
活
動
の
交
通
費
は

各
自
負
担
▼
指
導
者
・
：
元
維
孝

館
中
学
校
教
諭
、
吉
川
健
次
さ

ん
▼
申
し
込
み
…
宇
治
公
民
館

へ
電
話
か
来
館
で
。

（
宇
治
公
民
館
）

記
念
日
と
生
活
講
座

～
国
際
赤
十
字
デ
ー
～

五
月
八
日
の
国
際
赤
十
字
デ

ー
に
つ
い
て
学
び
康
ｙ
。

▼
と
き
・
：
５
月
６
日
圖
、
午

前
1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
・
・
広

野
公
民
館
▼
対
象
・
：
市
民
▼
テ

ー
マ
・
：
「
た
く
さ
ん
の
愛
衆
水

遠
に
」
意
義
・
由
来
・
活
動
な

こ
そ
映
画
と
講
演
で
▼
講
師
・
：

日
赤
京
都
府
支
部
、
ふ
碍
聡
介

さ
ん
。
（
広
野
公
民
館
）

友
好
都
市
を
知
ろ
う

タ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市
と
咸
陽
市

本
市
の
友
好
都
市
で
あ
る
、

ス
以
ラ
ン
カ
ー
ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ

市
と
中
国
咸
陽
市
の
こ
と
を
、

も
っ
と
良
く
知
り
ま
し
ょ
う
。

市
国
際
親
善
協
会
の
協
力
で
行

い
毒
司
多
数
ご
参
加
罵

▼
と
き
・
・
・
５
月
1
0
日
脚
、
1
7

日
叫
、
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
～

正
午
▼
と
こ
ろ
・
・
・
小
倉
公
民
館

▼
内
容
・
・
・
５
月
1
0
日
＝
咸
陽
市
、

なつみちゃんは愛きょうがある

やんちゃ娘｡みんなの人気者です。

この欄に掲載するお子さん（62

年i月生まれ）を募集しています。

広報課へご連絡ください。

1
7
日
＝
ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市
▼
講

叩
上
林
春
松
さ
ん
、
中
川
恵

次
さ
ん
（
い
ず
れ
も
市
国
際
親

善
協
会
副
会
長
）
▼
定
員
…
5
0

人
▼
申
し
込
み
・
：
小
倉
公
民
館

へ
電
話
か
来
館
で
。

（
小
倉
公
民
館
）

家
庭
教
育
学
級

～
た
く
ま
し
い
子
育
て
を
～

豊
か
な
心
と
や
る
気
の
あ
る

予
云
を
育
て
る
た
め
に
、
家

庭
教
育
学
級
を
開
章
示
す
。

▼
日
程
・
内
容
・
：
左
表
、
時

間
は
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
～
正

午
▼
と
こ
ろ
…
宇
治
公
民
館
▼

対
象
・
定
員
・
：
市
内
在
住
の
小

・
中
学
生
の
親
3
0
人
（
先
着
順
）

▼
申
し
込
み
・
：
宇
治
公
民
館
へ

電
話
か
来
館
で
▼
保
育
・
：
２
歳

以
上
の
幼
児
1
0
人
ま
で
。
ご
希

望
の
人
は
、
申
し
込
み
時
に
併

せ
て
。
お
や
つ
代
二
百
五
十
円

（
よ
）
が
必
要
。

（
宇
治
公
民
館
）

家庭教育学級の日程表
回 月日

－
７ － マ

講帥

１ 5/13(勃
開講式 館妊
小学生■から思存刈までの

家庭における性の指導・
京都大学講師､日本性教育
牛会理嘱今村要道さん

２ 5/叫ね ,§;欲を伸ばすための手だて iS郡教育大学教授
栗田修包ん

３ 5,'26(ね 毀かな心を育てるために
一親の役割－ 市青少年健全育成協議会

会長笠岫教瑞さん

４ 5/30(11) 家ig.における親のかかわりぢ
－やる･Aiおこさせるには－

示祁府立女r-知期大学部
教授光は降夫さん

５ 6/9ね
学力をのばすためには

－やる気參育てる観の心構え－
几示祁市中学校校長

啄木正苗さん

848
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（
日
示
尹
冶
判
地
i
ｘ
)

｀
‥
一
9
0
5
2
0
J
、
４
ｍ
さ
ん

公民館の所在地

5月1日か

ら憲法月間



お
知
ら
せ

５
月
の
行
政
相
談
日

1
2
日
に
変
更

五
月
十
九
日
用
に
予
定
の
行

政
相
談
日
は
、
当
日
、
行
政
相

談
委
員
の
公
務
出
張
の
た
め
、

五
月
十
二
日
因
に
変
更
し
ま
し

た
。
（
広
報
課
）
’

子
ど
も
の
日
の
集
い

よ
も
ぎ
も
ち
を
作
ろ
う

▼
と
き
・
：
５
月
５
日
出
、
午

前
1
0
時
～
午
後
３
時
▼
と
こ
ろ
’

：
大
久
保
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼

内
容
・
：
よ
も
ぎ
も
ち
作
り
▼
参

加
費
・
・
・
無
料
▼
問
い
合
わ
せ
・
・
・

大
久
保
青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
ａ

⑩
7
4
4
7
）
へ
。

（
大
久
保
青
少
年
セ
ン
タ
士

親
と
子
の
つ
ど
い

▼
と
き
・
：
６
月
1
2
日
㈲
、
午

前
８
時
～
午
後
５
時
▼
と
こ
ろ

・
・
・
須
磨
海
浜
水
族
園
（
須
磨
ま

で
の
往
復
に
は
バ
ス
利
用
）
▼

対
象
・
・
・
市
内
在
住
の
母
子
・
父

子
家
庭
▼
参
加
費
…
親
と
子
（

一
組
）
千
円
、
子
供
一
人
増
す

こ
と
に
三
百
円
▼
持
ち
物
…
水

筒
、
弁
当
、
常
備
薬
、
ビ
テ
ー

ル
シ
ー
ト
、
そ
の
外
必
要
な
も

の
▼
申
し
込
み
・
：
５
月
3
1
日
㈹

ま
で
に
社
会
福
祉
協
議
会
（
容

⑩
5
6
5
0
）
ま
た
は
、
最
寄

り
の
民
生
委
員
さ
ん
ま
で
。

（
社
会
福
祉
協
議
会
・
巷
路

夭
弓赤

十
字
社
資
募
集

五
月
は
、
赤
十
字
社
員
増
強
、

社
資
募
集
運
動
月
間
で
す
。

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
今
年

も
赤
十
字
事
業
聚
罹
進
す
る
た

め
「
全
戸
社
員
加
入
」
を
目
標

に
社
資
募
集
運
動
を
実
施
し
ま

す
。
赤
十
字
事
業
に
は
、
国
際

救
援
活
動
や
献
皿
事
業
、
災
害

救
護
活
動
な
Ｉ
か
あ
り
、
必
要

な
事
業
資
金
は
す
べ
て
、
皆
さ

ん
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
い
た
社

資
で
賄
わ
れ
て
い
未
了
。

町
内
（
自
治
）
会
を
通
じ
て
、

社
資
募
集
の
お
願
い
を
し
未
了

の
で
よ
ろ
し
ぐ
ご
協
力
く
だ
さ

府
政
を
見
る
会

参
加
者
を
募
集

宇
治
市
・
城
陽
市
・
久
御
山

町
の
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

と
京
都
府
選
挙
管
理
委
員
会
で

は
、
「
府
政
を
見
る
会
」
（
施

設
見
裳
ｙ
）
を
開
き
ま
す
。

▼
と
き
…
５
月
2
7
日
倒
、
午

前
９
時
～
午
後
５
時
、
（
雨
天

で
も
実
施
）
▼
見
学
施
設
・
：
京

都
子
供
文
化
会
館
（
京
都
市
上

京
区
）
、
府
立
総
合
資
料
館
（

左
京
区
）
、
府
立
植
物
園
（
左

京
区
）
▼
対
象
…
市
内
在
住
の

人
。
子
供
同
伴
の
参
加
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
▼
参
加
費
：
熹
料

（
昼
食
は
用
意
し
未
了
）
▼
申

し
込
み
・
・
・
電
話
で
選
挙
管
理
委

曇
（
容
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

先
着
3
0
人
で
締
め
切
り
米
叉

（
選
挙
管
理
委
員
会
）

社
会
保
険
相
談
所

五
月
の
相
談
は
次
の
と
お
り

で
す
。▼

と
き
・
と
こ
ろ
・
：
５
月
1
3

日
面
＝
小
倉
公
民
館
、
５
月
2
7

曰
面
上
に
一
野
公
民
館
、
い
ず
れ

も
午
後
１
時
～
４
時
。

（
保
険
年
金
課
）

宇
治
川
郷
土
史
学
習
会

▼
と
き
・
：
５
月
1
8
日
南
（
開

講
）
、
６
月
か
ら
は
第
２
・
４
水

曜
日
、
午
前
1
0
時
～
正
午
▼
と

こ
ろ
…
宇
治
公
民
館
▼
講
師
・
・
・

郷
土
史
家
・
若
原
英
弐
Ｊ
▼
申

し
込
み
…
当
日
直
接
会
場
へ
▼

問
い
合
わ
せ
・
：
前
川
さ
ん
（
酋

⑤
3
4
5
8
）
、
高
橋
さ
ん
（

（
容
⑩
8
5
3
8
）
、
桜
井
さ

ん
（
容
⑩
2
8
8
4
）
、
井
上

さ
ん
（
豊
⑩
7
5
1
7
）
ま
で

▼
主
催
・
：
市
読
書
ク
ラ
ブ
協
議

会
。
令
央
図
書
館
）

和
裁
中
級
講
習
会

▼
と
き
・
：
６
月
６
日
間
か
ら

毎
週
月
・
水
・
金
の
2
1
日
間
（

６
月
1
5
日
困
・
７
月
2
0
日
困
は

除
＜
）
、
午
前
９
時
半
～
午
後

３
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
城
南
地
域

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
・
：

昨
年
の
初
級
講
習
を
受
講
さ
れ

た
人
か
初
級
程
度
の
技
術
の
あ

る
人
で
、
就
業
舎
瓜
手
る
主

婦
・
寡
婦
▼
受
講
料
…
無
料
（

教
材
費
別
）
▼
申
し
込
み
・
：
５

月
９
日
側
～
５
月
1
6
日
側
ま
で

に
印
鑑
夕
痔
っ
て
宇
治
地
方
振

興
局
総
務
課
（
酋
⑤
2
1
0
1
）

ま
た
は
市
役
所
交
通
労
政
課
（

容
⑤
3
1
4
1
）
へ
▼
５
月
1
9

日
の
面
接
後
、
受
講
者
を
決
定
。

（
交
通
労
政
課
）

自
衛
官
を
募
集

昭
和
六
十
三
年
度
の
第
一
次

自
衛
官
募
集
が
始
ま
り
ま
し
た
。

応
募
資
格
は
、
採
用
予
定
月

の
一
日
現
在
に
お
い
て
十
八
歳

以
上
二
十
五
歳
未
満
の
日
本
国

籍
を
有
し
、
自
衛
隊
法
第
三
十

八
条
に
定
め
る
欠
格
事
項
に
該

当
し
な
い
者
。

詳
し
ぐ
は
、
宇
治
募
集
事
務

所
（
き
＠
7
1
3
9
）
ま
た
は
、

市
役
所
企
画
管
理
部
総
務
課
（

ａ
⑩
3
1
4
1
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
企
画
管
理
部
総
務
課
）
、

平
和
の
像

建
設
募
金
の
お
願
い

宇
治
市
平
和
都
市
推
進
協

議
会
で
は
、
十
七
万
都
市
の

平
和
の
シ
ン
ボ
ル
像
（
平
和

の
像
）
の
建
立
か
計
画
。
四

月
一
日
か
ら
、
広
く
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ

く
た
め
、
翌
活
動
を
行
っ

て
い
未
了
。
市
民
一
人
ひ
と

り
の
協
力
を
得
て
、
み
ん
な

の
手
に
よ
る
建
設
盈
限
っ
て

い
圭
ｙ
。
市
民
の
皆
さ
ん
の

自
発
的
、
積
極
的
な
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
ず
。

募
金
の
受
け
付
け
は
、
宇

治
市
役
所
企
画
管
理
部
総
務

課
’
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
で
行

っ
て
い
毒
ｙ
。

（
企
画
管
理
部
総
務
課
）

849

5月

1日

から

憲法

月間

第22回

市
民
総
合
体
育
大
会

５
月
2
2
日
太
陽
が
丘
で
開
幕

第22回市民総合体育大会の競技予定表

市民体

育のお

知らせ

市民体

育のお

知らせ

市民

体育

課電

話2

23

14

1

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
教
室

婦
人
硬
式
テ
ニ
ス
教
室

軟
式
テ
ニ
ス
教
室

軟
式
テ
ニ
ス

市
民
ミ
ッ
ク
ス
大
会

第
５
回

ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
大
会



グ
昨
年
ま
で
の
「
一
般
健
康
診
査
」

を
、
六
十
三
年
度
か
ら
「
基
本
健

康
診
査
」
と
名
称
を
変
え
、
診
査

項
目
も
充
実
し
て
実
施
し
ま
す
。

受
診
方
法
は
昨
年
と
同
様
で
す
。

▼
対
象
・
：
4
0
歳
以
上
の
市
民

（
受
診
当
日
ｙ
診
査
項
目
…
身
体

計
測
、
血
圧
、
検
尿
、
打
聴
診
、

血
液
検
査
、
心
電
図
一
眼
底
検
査

（
必
要
時
）
▼
実
施
場
所
…
宇
治

市
、
城
陽
市
、
久
御
山
町
の
協
力

医
療
機
関
▼
受
診
方
法
・
・
・
忽
手

る
医
療
機
関
で
直
接
受
診
。
医
療

機
関
の
窓
口
で
「
基
本
健
康
診
査

票
」
に
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
▼
持
参
す
る
も
の
・
：
印

鑑
、
健
康
手
帳
（
過
去
の
健
診
結

果
を
記
入
し
た
も
の
）
▼
費
用
・
：

ポ
リ
オ

生
ワ
ク
チ
ン
の
服
用

五
月
二
日
か
ら
、
ポ
リ
オ
（
急

性
灰
白
髄
炎
）
生
ワ
ク
チ
ン
の

服
用
が
始
ま
り
ま
す
。
対
象
者

・
旧
時
・
会
場
な
ど
は
、
六
十

三
年
度
「
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
と

て
び
き
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
次
の
場
合
は
服
用
出

来
ま
せ
ん
。
。
・
三
種
混
合
予
防

無
料
▼
受
診
期
間
…
５
月
２
日
㈲

～
８
月
3
1
日
南
ま
で
。

健
診
結
果
票
（
基
本
健
康
診
査

票
Ａ
受
診
者
票
）
は
健
康
手
帳
に

は
り
、
医
師
の
指
導
の
も
と
に
正

し
い
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

接
種
を
受
け
て
一
週
間
以
内
・

は
し
か
、
ヽ
お
た
ふ
く
か
ぜ
予
防

接
種
を
受
け
て
一
ヵ
月
以
内
・

は
し
か
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
、
風

し
ん
、
水
ぼ
う
そ
シ
が
治
っ
て

一
ヵ
月
以
内
・
と
び
ひ
、
水
い

ぼ
、
手
足
口
病
に
か
か
っ
て
い

る
子
。

各
会
場
と
も
車
で
の
来
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。（

保
健
予
防
課
）

850

額の算定。訴訟や調定のしかた、自賠責保

険の利用のしかたなど、お気軽にご相談く

ださい。相談は無料、秘密は厳守｡、

社会福祉協議会の法律（定員io人）・年

金･結婚･登記･心配ごとなどの相談日程：
や､行政一人権･消費生活･精神薄弱者相談：

⌒口ぶり１４CQ參昨に「士皿ふ１．、．か･■ｕＥの日程は√63年度版「市民カレンダーと

手びき」に掲載。ご利用ください。

このほか、市政相談と一般生活祖談は

市役所市民相談室で、消費苦情相談は商

工観光課で、教育相談は教育委員会で、

ｉ日曜日を除く毎日受け付け。家庭児童相

談は月７金曜日の10時～16時に総合福祉
:I会館３階の家庭児童相談室(S⑩8698)｜

:で。:

E………………………………………………………………………E

保
健
・
衛
生
・
相
談
・
移
動
図
書
館
(
5
月
分
）

保健予防のお知らせ献血

いらなくなった犬･極の引き取り

柑談あんない

保健予防課（電話2

23141）

転
ば
ぬ
先
の
つ
え

基
本
健
康
診
査
の
受
診
を

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程

5月の燃えないゴミ・し尿収集日程表

し尿（城南衛生管理組合電話O75－631－5171）燃えないゴミ（市役所清掃事務所電話22－3141）

宇
治
市
中
央
図
書
館
（
容
⑩
1
5
1
1
）

お
願
い

し尿収集の届け出を

移
動
図
書
館
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